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もりけんに挑戦
（９ページに掲載）の答え

②３週間

広告に関する問い合わせ
ナチュラルコム㈱

☎019-652-9190へどうぞ

市政ラジオ番組
「もりおか暮らし物語」
ラヂオもりおか（FM76.9MHz）
で毎月第２・４金曜の７時40分
～７時50分、放送中。

盛岡市公式ホームページ
http://www.city.morioka.iwate.jp/

盛岡市公式ツイッター
https://twitter.com/moriokashi

盛岡市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/
　　　　　　　　　　moriokashi

▼

パソコンやスマホからどうぞ

毎回異なったテーマ・出演
者で、旬な話題をお届け♪

ツイッターとフェイスブッ
クでは盛岡の“今”を発信
します。イベントや観光情
報のほか、災害情報や緊急
情報など、生活に密接
な情報を伝えます。

広報もりおかに掲載した記
事の詳しい内容のほか、さ
まざまな市政情報を掲載！

編集後記
この春、広報担当を卒業するこ
とになりました。広報に携わる
ことで、たくさんの出会いがあり、
盛岡の人やモノの魅力を再発見
することができました。本当に
ありがとうございました。（雅）

　市は、八幡平市、滝沢市、雫石町、岩手町、葛
巻町、紫波町、矢巾町と共に「みちのく盛岡広域
連携都市圏ビジョン」を策定しました。国の連携中
枢都市圏構想に基づき、東日本では初となる「連
携中枢都市圏」を形成。人口維持や経済活性化
のため連携して取り組むもので、取り組みに対し
て国の財政支援を受けることができます。担当は
都市戦略室☎613-8370。

広　告

　　　現
い ま

在をつなぎ、次代へつなぐ
　共に創り育む「希望のふるさと盛岡広域圏」

目指す将
来像

戦略１「産業の営み」をつなぐ
戦略２「人の流れ」をつなぐ
戦略３「暮らしの安全」をつなぐ

　盛岡広域８市町は、平成20年度に盛岡広域首長
懇談会を設置し、企業誘致や消費者相談など、暮ら
しに関わる課題に連携して取り組んできました。今
後、人口減少や少子高齢社会の進行が見込まれる中
で、圏域の経済を維持・発展させ、暮らしやすさを
向上させていくためには、共通する課題に対して、
各市町の特長ある取り組みや、圏域の強みを生かし
ながら連携して施策を進めていく必要があります。
本ビジョンの策定により圏域の連携をさらに充実さ
せ、一体的な発展を目指していきます。

策定の背景

　本ビジョンでは、圏域の中長期的な将来像を
「現

い

在
ま

をつなぎ、次代へつなぐ　共に創り育む『希
望のふるさと盛岡広域圏』」としました。圏域には
自然、産業、都市機能などの豊富な地域資源があり
ます。これらの地域資源に新たなつながりを創り出
すことで、さまざまな分野で新しい価値や魅力を生
み、将来にわたって選ばれる地域として発展を続け
ることを目指します。
　取組期間は、平成28年度から32年度までの５年
間。将来像の実現に向けて、３つの戦略の下で47
の事業に取り組んでいきます。
　本ビジョンは、市公式ホームページに掲載するほ
か、市役所別館８階の都市戦略室で閲覧できます。

本ビジョンによる取り組み

・ビジネスチャンスの拡大
・交通の利便性の向上
・生活関連機能サービスの
　質の向上―など

こ
こ
が

盛
岡
広
域
圏

３つの戦略

　圏域の特長
・北東北の交通の結節点
・高度な都市機能が集積
・産学官連携
・ＩＴ産業の集積
・豊かな自然と優れた観光資源
・質の高い農畜産物―など

戦略に基づき、圏域全体の経済成長のけん引や生活関
連機能サービスの向上のために47の事業を推進します

キーワードは
「つなぐ」！

さまざまな
分野の豊富な
地域資源

圏域の魅力が
一層ＵＰします♥

　みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョンを策定


